
ニューモビリティ  導入�事業

22001166年２月

住民と共に進めるモビリティによるコミュニティづくり

（※）

（※）免許不要の電動１〜３人乗りの車両（電動アシスト含む）

岡山県赤磐市
桜が丘地区

実施内容レポート

赤磐市



岡山県赤磐市桜が丘地区について

・人口  1166,,660000人、約66,,000000世帯（平成２５年度）

・高齢化  1188％（平成２５年度）

・空き区画　約22,,550000区画

・岡山市中心部から1155kkmmのなだらかな丘陵地に位置する団地

・大和ハウス工業株式会社が１９７４年頃から土地区画整理事業などによって造成

・低層の戸建住宅が中心。比較的ゆったりとしてフラットな区画で、庭や駐車場も十分確保されている。

・大型の商業施設、病院、市役所等が集まる中心市街地まで４キロ程度離れている。

・丘陵地であり、坂も多く、高齢化が進むにつれて、比較的利便性の高い岡山駅周�辺への住み替えが起こっている。



本地区における課題

坂道が多い

自宅からバス停が遠く、バスの本数少ない

地理的課題

不安がある

不安はない

00 2200 4400（人）

免許返納など車に
乗れなくなった時

将来の足腰／体力
視力に不安

バスが不便 坂道多い 無回答

1199 44 44 3333

計1155人

計３３人

1155

住民の意識

QQ：将来の移動に不安を感じたことがありますか？

クルマがないと、生活が不便
▼

クルマがなくなった時の生活に不安

▼
免許返納後など

クルマ依存は不安だが、そのための準備に踏み出せない。

出典：赤磐市桜が丘街区エリア試乗会アンケート



本事業の目的

5500歳　　　　　　6600歳　　　　　　7700歳　　　　　　8800歳　　　　

クルマ従来

これから
クルマ

ニューモビリティ

使い分け
遠距離

近距離

福祉有償

ライドシェア

自立期 介護期

自立期 介護期

福祉有償
ライドシェア

バス

バス

連携利用

虚弱になってからニューモビリティに乗ろうとしても難しい

乗り合いは

気を使う、自己実現に

つながらない

ニュー

モビリティ

徐々にニューモビリティに

慣れていく

自分の意志で移動する
↓

自己実現
↓

QQOOLL向�上

3366%%

6644%%

7755歳以上  免許返納者

クルマを乗ることの意味
移動
手段

自立、いきがい

趣味、気分転換

出典：警視庁交通部

外出による地域とのつながり▶健康寿命の延長

※免許不要

岡山県の晴天率は

全国１位

ニューモビリティ

活用の最適地域

虚弱化

期間

健康寿命  
約7733歳



本事業のコンセプト

〜近未来にむけて一歩踏み出す〜

モビリティ  ×  コミュニティ
『つながりから始まる新たなコミュニティの形成』→集う・憩う・助け合う・呼び込む

モビリティを活用しながら、コミュニティを創り上げる。

モビリティを楽しく体験・ワクワクを共有できる導入�プロセス

導入�コンセプト

じぶんごと、みんなごととして地域全体に取組む



本事業のアプローチ１／２

見て触って乗ってみて考える

体験型  共感プロセス

導入�後には、じぶんごと、みんなごととして活用が進む

体験をベースに”使いたい”と思える車両を絞り込み

22001144年３月

GGPPSS機能付

一ヶ月間、実際の生活で試してみる

実際の

生活環境で試してみる

多様な乗り物を

試して対話する。

いろんな方に

試してもらう。

②専門家からの

　インスピレーション

22001144年４月

22001155年33月

22001155年1100月〜１１月

●様々な車両の紹介

楽しく体験

ワクワクを共有

①他地域の事例紹介

①ワークショップ

②イベント連携試乗会

③街区エリア試乗会

④モニター実証実験

22001155年1111月 ●導入�事例の紹介

▼

⑤ワークショップ
実証実験の結果を踏まえ運用案を検討する。



市民
地域との

関わりに積極的な

アクティブ市民

●まちづくり系  

　NNPPOO法人

●青年団

●消防団

赤磐市
ワークショップ

アクティブ市民と運用方法を共に考える

対話型  協創プロセス楽しく体験

ワクワクを共有

地域イベント連携

試乗会

●町内会

導入�後には、モビリティ伝道師として活用を協働

地域イベントで

試乗会しては？

一緒に近未来の

移動を考えませんか？

一ヶ月間の

モニター実証実験を

検討しているのですが・・・

アクティブ市民の方々と
赤磐市役所職員との懇親会

モビリティ専門

アドバイザー

自治体と市民が

互いに持ち寄ることが

成功の秘訣です。

モニターさん

紹介しますよ。

○○地域の事例が

参考になりますよ。

△△モビリティが使いやすいですよ

株式会社グラディエ

本事業のアプローチ２／２



訪問先 Place I visited 

幼稚園
国民学校
国民高等学校（ホイスコーレン）
障がい者、高齢者デイケアセンター
高齢者センター
エコビレッジ
福祉機器展示会　他

先進事例の共有

モビリティの体験

”問い”の共有
・漠然とした不安「つながりは必要」

・免許返納後はどうする？

大学
企業

まちづくり系
NNPPOO等

町内会
消防団
青年部

刺激

気づき

一般公募の
市民

③多様なメンバーでの対話

住民の意識調査

アイデア

アイデア

アイデア

インスピレーション

地区内活動で実践

①ワークショップ  ＜プログラム概要＞

事前の相談→関係性の構築

・JJTTBBコーポレート

　サービス

・上山集落

・グラディエ  他

様々な刺激を受け、みんなでアイデアを出し、みんなごととして次のステップへ

NNeexxtt  SStteepp

22001144年３月



「モビリティのシェアリングは次世代の公共交通になる」JJTTBBコーポレートセールス　黒岩氏

「地域ニーズの小さなことが、大きなつながりづくりになる」一般社団法人上山集落　水柿氏

「パーソナルモビリティによる人づくり、街づくり」グラディエ　磯村氏

①ワークショップ  ＜先進事例の共有＞ 22001144年３月



パナソニック社

かろやかライフＥＢ

ビビ・ＳＳ・２０

ギュットアニーズ

アイシン精機社

タオライトⅡ--mm

クラモト社

ラギー

セグウェイジャパン社

セグウェイPPTT  ii22

協力：  パナソニック  サイクルテック社

協力：  クラモト社協力：  アイシン精機

協力：  上山集落

①ワークショップ  ＜モビリティ体験＞ 22001144年３月



①ワークショップ  ＜多様なメンバーでの対話＞ 22001144年３月



地域のつながりを生む「ふれあいショッピングバス」

セグウェイのシェアリングを通じたコミュニティづくり

モビリティによる桜祭りの回遊性向�上と絆づくり

地区内活動でのトライアルへ

NNeexxtt  SStteepp

①ワークショップ  ＜アイデア＞ 22001144年３月



山陽新聞（22001144..33..55） 朝日新聞（22001144..33..33）

①ワークショップ  ＜メディア掲載＞ 22001144年３月



１ 22 33
導入�にむけた５つの不安

①運転者の操作能力 ③他モビリティとの共存②運転者のマナー ⑤導入�や購入�コスト④道路環境の整備

セグウェイにいきなり

乗車は危険？！

安全運転の意識づけ 道路環境における棲み分け 段差解消や歩道の狭さ セグウェイ８０万以上

不安を解消した先にある可能性

さまざまな運用アイデアモビリティの楽しさ 活動が活発化

・セグウェイ面白い。

・セグウェイ、顔がほころぶ。

・セグウェイは楽しい。

　まずイベントで活用して理解を進めて

　いけばいい。　

・コミュニティ形成（つながりづくり）に

　有効かも？

・モビリティを活用するのは

　足の不自由な方だけではない。

　いろんな方が楽しめるもの。

・高齢者の活動が促されるのでは！　

互助で担う相乗りモビリティ

「ふれあいショッピングバス」

町会持回りモビリティで見守り

「セグウェイシェア」

地域の絆づくり

「さくら祭り試乗会」

バス停までの送迎モビリティ

「バスの復活」

イベントでの試食提供

「試食モビリティ」

新しいモビリティに可能性は感じるものの

実生活において有効に活用しうるのか不安がある。

①ワークショップ  ＜まとめ１／２＞ 22001144年３月



導入�にむけた５つの不安

①運転者の操作能力 ③他モビリティとの共存②運転者のマナー ⑤導入�や購入�コスト④道路環境の整備

セグウェイにいきなり

乗車は危険？！

安全運転の意識づけ 道路環境における棲み分け 段差解消や歩増の狭さ セグウェイ８０万以上

住民が取り組むこと自治体が取り組むこと メーカーが取り組むこと

・専用道、優先道の整備 ・安全運転講習 ・桜が丘にあったルール作り

・リスクだけに目を向�けるのではなく

　移動によるQQOOLL向�上やコミュニティ

　形成にむけた積極性と理解

・有効に活用できる仕組みの提案

　eexx）観光と通勤通学のマルチ用途

　eexx）自家用車の相乗り

・モビリティを体験できる機会提供

・モビリティを体験できる機会提供

不安に対し、それぞれのステークホルダーで取り組むべきことを共有したが

住民にとっては、未だ自発的に取り組む動機までには至っていない。

①ワークショップ  ＜まとめ２／２＞ 22001144年３月



訪問先 Place I visited 

幼稚園
国民学校
国民高等学校（ホイスコーレン）
障がい者、高齢者デイケアセンター
高齢者センター
エコビレッジ
福祉機器展示会　他

活動背景を知る

桜が丘東西さくら祭りモビリティ試乗会
（セグウェイ）

①実際に乗ってみる。

②イベント活用の雰囲気を感じる。
感想をシェアする

ワークショップ報告チラシ配布

ワークショップ報告掲示板

運営メンバーによる説明

特定エリア（パイロンで区切）でのセグウェイ試乗

イベント会場内でのセグウェイ周�遊デモ

ポストイットで感想を掲示

受容性の確認
導入�事業案の精査NNeexxtt  SStteepp

②イベント連携試乗会＜プログラム概要＞ 22001144年４月

イベントという実空間//時間で利用したときの有用性を探る。



楽しい

すぐに慣れ快適

坂道に便利

何度も乗りたい

近所の乗り物

00 55 1100 1155

11

11

22

44

1111 下り坂こわい

座り型が欲しい

慣れが必要

値段が高い

腰が痛い

道路は危険

00 11 22 33

11

11

11

22

22

33

((人）((人）

ポジティブ反応 ネガティブ反応

・ニューモビリティへの興味喚起

・道路環境への関心

・自分のニーズと向�き合えた

・道路環境への関心

セグウェイに興味を惹かれ、ニューモビリティの楽しさを実感。

また実際の活用シーンにもイメージが膨らんだ。

未来の移動を考えるきっかけになったが

ここから”じぶんごと”に転化させるための更なるが一歩が必要

②イベント連携試乗会＜まとめ＞ 22001144年４月



訪問先 Place I visited 

幼稚園
国民学校
国民高等学校（ホイスコーレン）
障がい者、高齢者デイケアセンター
高齢者センター
エコビレッジ
福祉機器展示会　他

実際の生活環境＆想定用途で

使ってみる。

 

桜が丘いきいき 
交流センター 

招待者向け試乗会コース 

導入�事業案の精査

NNeexxtt  SStteepp

●通勤通学用として

「電動アシスト付自転車」で

　坂道走行

●「電動カート」でお買い物 ●「立乗の電動アシスト付自転車」で

　公園散歩

●地区内送迎用として「ベロタクシー」で集会所を周�遊

アンケート

22001155年33月③街区エリア試乗会＜プログラム概要＞



未来の移動に対する不安は「クルマが運転できなくなった時」

一方で、公共交通が使いづらいという意見もあり

代替え手段が求められている。

不安がある

不安はない

00 2200 4400

免許返納など車に
乗れなくなった時 将来の足腰／体力／視力に不安 バスが不便 坂道多い 無回答

1199 44 44 3333

計1155人

計３３人

1155

22001155年33月③街区エリア試乗会＜まとめ１／２＞



電動アシスト付自転車

折りたたみ式電動カート

ウォーキングバイシクル

ベロタクシー

超小型モビリティ

セグウェイ

３輪電動アシスト付自転車

全天候型原付四輪車

ハンドル型電動車いす

オートバイ

00 55 1100 1155 2200 2255

11

11

11

22

44

66

88

1133

2233

2255

（人）

想定用途にそった車両およびまち中での体験を通じ

実際の生活における有用性に意識が及んだ。

個々の車両のポテンシャルは評価できたが

これらの車両を実際の運用に展開する仕組みづくりが求められる。

22001155年33月③街区エリア試乗会＜まとめ２／２＞



通学
バス

通勤

自宅
バッテリーの充電は
モニターが
自宅で行う

指定
駐輪場

モニター
運営

自
転
車
位
置
の
確
認

利用ポイントをメールで配信

ポイント数に応じてギフトカードに交換

（実証実験終了後）

    電動アシスト付自転車（位置情報検出機能付）で

「乗ってポイント、みんなで楽しく健康づくり」

電車

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

通
じ
て

みなさんの
頑張りを

応援しますよ！

乗換

乗換

月間NNoo..11
目指すぞ！

ポイントで
ギフトカード
ゲット！

学校

会社地域内移動

桜が丘
地区

22001155年1100月〜１１月④モニター実証実験＜プログラム概要１／２＞

一ヶ月間、実生活で活用し有用性を検証する。



バッテリーの充電は

施設で

行っていただく

      電動カートで

「乗ってポイント、楽しくお散歩」

いきいき
交流センター

中央緑道

自分のペースで
らくちん
お買い物

中央緑道の

散歩って

気持ちいいね。

出かけるように
なって
お友達も
増えたかも

電動カートを
お使いいただくと
ポイントを
差し上げます。

高齢者施設

22001155年1100月〜１１月④モニター実証実験＜プログラム概要２／２＞

一ヶ月間、実生活で活用し有用性を検証する。

スーパー
マーケット



今後について

今までの結果にもとづき、導入�コストも踏まえたプランを

策定し、早期導入�にむけて検討していきます。


